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「
忍
者
像
」は

ど
の
よ
う
に

創
ら
れ
た
の
か
。

創
ら
れ
た
の
か
。

小
説
・
芸
能
・
漫
画
・
映
画…

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
お
け
る

忍
者
像
を
、
国
内
外
の
視
点
か
ら

解
き
明
か
す
！
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はじめに

1. 忍者の仕事

2. 忍者の歴史
　❶ 伊賀忍者の歴史
　❷ 甲賀忍者の歴史
　❸ 鈎の陣
　❹ 戦国時代
　コラム① 信長襲撃
　❺ 伊賀惣国一揆　
　❻ 天正伊賀の乱
　❼ 神君伊賀越え
　❽ 関ヶ原の戦い前後
　コラム② 甲賀流忍術屋敷
　❾ 江戸時代　
　　 忍者の歴史年表
　コラム③ 松尾芭蕉忍者説

3. 忍術と忍具
　❶ 忍術とは　
　コラム④ 妖者の術を使った楯岡道順
　❷ 忍術書
　❸ 陽忍と陰忍
　❹ 忍び六具
　❺ 七方出
　❻ 忍食
　❼ 忍薬
　❽ 甲賀の薬と山伏
　コラム⑤ 観阿弥忍者説

4. 忍者エッセイ［特別寄稿］

　修験と忍者
　●山田雄司（三重大学教授）　
　『NARUTO』と『ONE PIECE』
　●吉丸雄哉（三重大学准教授）

おわりに

目 次 伊
賀
・
甲
賀
に
伝
わ
る

忍
術
書
『
萬
川
集
海
』
を

紐
解
き
な
が
ら
、

忍
者
の
歴
史
、
術
や
道
具
を
、

写
真
と
と
も
に
や
さ
し
く

解
説
し
ま
す
。

◆伊賀忍者研究会　平成11年11月11日に発足し、伊賀を拠点に活動する忍者愛好グループ。文献読解やフィールドワークによる学術
研究はもちろん、講演やイベント、パンフレットの作成などで情報発信を行う。伊賀忍者と忍者のふるさと「伊賀」を日本・世界へ
発信し、地域経済と文化教育面での活性化に取り組む。代表者：池田裕。
◆山田雄司　三重大学人文学部教授（日本古代・中世信仰史）。主要著書に、『崇徳院怨霊の研究』（思文閣出版、2001年）、『跋
扈する怨霊―祟りと鎮魂の日本史―』（吉川弘文館、2007年）、『日本思想史講座1　古代』（ぺりかん社、2012年、共著）。

伊
賀
忍
者
研
究
会
【
編
】

山
田
雄
司（
三
重
大
学
）【
監
修
】

笠間書院

定価：本体1800円（税別）

ISBN978-4-305-70732-1 C0021
A5判・並製・カバー装

256頁・口絵4頁

編者・監修者紹介

定価：本体600円（税別）

ISBN978-4-305-70724-6 C0021
A5判・並製・48頁フルカラー

吉
丸
雄
哉
・
山
田
雄
司
・
尾
西
康
充
︻
編
著
︼

（
三
重
大
学
准
教
授
）
　
　
　
　（三
重
大
学
教
授
）
　
　
　
　
　（三
重
大
学
教
授
）

巻 頭 鼎 談

和田竜
『村上海賊

の娘』で20
14年本屋大

賞受賞！

『忍びの国
』『のぼうの

城』など

×

川上仁一
［現代に生

きる「最後
の忍者」］

×

山田雄司
［三重大学

教授・忍者
研究］



5        4      3         2        1
目

　次

各
論
を
読
む
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

忍
者
関
連
作
品
史
●
吉
丸
雄
哉

▼
下
記
に
公
開
し
て
い
ま
す
！

参
加
者

　
戦
後
に
な
っ
て
、織
田
作
之
助
、林
芙
美
子
、檀
一
雄
、坂
口
安
吾
と
い
っ
た
著
名
な
作
家
が
忍
者
小
説
を
書
い
て
い
る

の
が
目
を
引
く
。近
く
で
は
、三
田
誠
広
、花
村
萬
月
、森
村
誠
一
、万
城
目
学
な
ど
、時
代
小
説
家
で
な
い
人
た
ち
が
忍

者
小
説
を
書
い
て
い
る
。忍
者
小
説
は
一
度
は
書
い
て
み
た
く
な
る
も
の
な
の
か
。

　
さ
て
、戦
後
の
忍
者
小
説
は
五
味
康
祐『
柳
生
武
芸
帳
』（
昭
和
31
）の
登
場
が
画
期
的
で
あ
っ
た
。集
団
と
し
て
の
忍

者
や
そ
の
非
情
さ
を
描
い
た
点
や
リ
ア
ル
な
描
写
に
特
徴
が
あ
る
。続
い
て
登
場
し
た
司
馬
遼
太
郎『
梟
の
城
』（
昭
和

34
）や
柴
田
錬
三
郎『
赤
い
影
法
師
』（
昭
和
35
）、村
上
知
義『
忍
び
の
者
』（
昭
和
37
）に
よ
り
、忍
者
小
説
ブ
ー
ム
が
起

こ
っ
た
。昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
流
行
し
て
い
た
剣
豪
小
説
か
ら
の
発
展
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
新
聞
や
週
刊
誌
に
掲
載

さ
れ
た
よ
う
に
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
主
な
読
者
で
あ
る
。上
下
関
係
の
厳
し
い
組
織
の
一
員
と
し
て
の
忍
者
の
姿
が
、サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
共
感
を
よ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。村
上
知
義『
忍
び
の
者
』に
関
し
て
は
、本
書
の
尾
西
康
充「
村
上
知
義『
忍
び

の
者

　序
の
巻
』」﹇
87
ペ
ー
ジ
﹈を
参
考
に
し
て
欲
し
い
。五
味
・
司
馬
・
村
上
ら
の
忍
者
小
説
が
現
実
路
線
で
あ
っ
た
の
に

比
べ
て
、山
田
風
太
郎
は
違
う
分
野
の
忍
者
小
説
を
継
承
し
た
。『
甲
賀
忍
法
帖
』（
昭
和
33
）な
ど
、山
田
風
太
郎
の
忍

者
小
説
は
忍
法
小
説
と
い
わ
れ
る
。人
間
能
力
の
拡
張
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
る
忍
術
で
は
な
く
、超
能
力
的
な
忍
法
が

使
わ
れ
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。立
川
文
庫
な
ど
、非
現
実
的
な
忍
術
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
と
い
え
る
。忍
者
小

説
は
、現
実
路
線
と
忍
法
路
線
が
あ
っ
て
、そ
の
ど
ち
ら
か
に
位
置
す
る
。忍
者
小
説
と
し
て
は
、五
味
康
祐
・
司
馬
遼
太

郎
・
柴
田
錬
三
郎
・
村
上
知
義
・
山
田
風
太
郎
・
池
波
正
太
郎
が
大
家
で
あ
っ
て
、時
代
小
説
で
は
お
お
よ
そ
そ
の
類
型
に

お
さ
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。山
田
風
太
郎
に
関
し
て
は
本
書
の
谷
口
基「
山
田
風
太
郎
が
描
い
た
忍
者
」﹇
100
ペ
ー
ジ
﹈

や
、同『
戦
後
変
格
派
・
山
田
風
太
郎
』な
ど
の
著
述
を
参
考
の
こ
と
。

　
忍
者
小
説
は
時
代
小
説
の
一
角
を
占
め
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
書
か
れ
続
け
て
い
る
。二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

綿
密
な
調
査
を
お
こ
な
い
緻
密
な
構
成
を
練
り
上
げ
る
和
田
竜
と
、山
田
風
太
郎
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
伝
奇
小
説
の
書

き
手
で
あ
る
荒
山
徹
が
目
立
つ
。和
田
竜
の
創
作
技
法
や
そ
の
作
品
の
魅
力
を
、和
田
竜
・
川
上
仁
一・
山
田
雄
司
に
よ
る

本
書
所
収
の「
鼎
談 

史
実
の
魅
力
、小
説
の
魅
力̶

忍
者
小
説
の
新
た
な
地
平
」﹇
6
ペ
ー
ジ
﹈が
よ
く
伝
え
る
。

　
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
で
も
日
本
の
忍
者
小
説
は
受
容
さ
れ
て
い
る
。本
書
の
関
立
丹「
中
国
に
お
け
る
日
本
の
忍
法

文
学
」﹇
171
ペ
ー
ジ
﹈に
詳
し
い
。

　
時
代
小
説
で
は
な
い
忍
者
小
説
は
、児
童
文
学
・
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル（
十
代
向
け
小
説
）で
あ
る
。本
書
の
石
井
直
人「
児
童

文
学
と
忍
者
」﹇
112
ペ
ー
ジ
﹈を
参
照
し
て
ほ
し
い
。現
代
的
な
社
会
の
な
か
に
、忍
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
入
っ
て
い
く

パ
タ
ー
ン
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。と
く
に
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル
で
は
、漫
画
化
や
ア
ニ
メ
化
と
連

動
し
て
お
り
、時
代
小
説
に
比
べ
て
広
範
な
影
響
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　Ⅱ

　映
画
・
テ
レ
ビ

　
映
画
技
術
に
よ
り
、消
え
る
現
れ
る
と
い
っ
た
忍
術
が
描
き
や
す
く
、立
川
文
庫
の
影
響
の
強
い
忍
者
映
画
が
大
正
期

に
大
量
に
作
ら
れ
た
。「
目
玉
の
松
っ
ち
ゃ
ん
」こ
と
尾
上
松
之
助
主
演
の
作
品
群
が
有
名
で
あ
る
。忍
者
映
画
は
基
本
的

に
時
代
小
説
の
映
画
化
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、忍
者
映
画
の
ブ
ー
ム
も
忍
者
小
説
の
ブ
ー
ム

と
同
調
し
て
い
る
。二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、忍
者
映
画
は
目
立
っ
た
ヒ
ッ
ト
が
な
い
。こ
れ
は
時
代
小
説
の
な
か

で
忍
者
小
説
の
ヒ
ッ
ト
が
少
な
い
こ
と
も
理
由
だ
ろ
う
。映
画
も
テ
レ
ビ
も
こ
こ
十
年
の
時
代
劇
は
、昭
和
後
期
に
比
べ

　
各
論
を
読
む
に
あ
た
っ
て
全
体
的
な
道
筋
を
示
し
た
い
。以
下
、現
在
ま
で
に
生
み
出
さ
れ
た
忍
者
に
関
連
す
る
作
品

を「
小
説
」「
映
画
・
テ
レ
ビ
」「
漫
画
・
ア
ニ
メ
」に
わ
け
て
解
説
す
る
。

 
 

 
 

　Ⅰ

　小 

説

　
近
世
小
説
に
お
い
て
、実
際
に
戦
場
で
活
躍
し
た
忍
び
を
描
い
た
の
が
軍
記
や
実
録
で
あ
る
。な
か
に
は
事
実
を
記
し

た
つ
も
り
の
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、内
容
は
史
書
と
い
う
よ
り
歴
史
物
語
で
あ
る
。『
太
閤
記
』や『
難
波
戦
記
』

な
ど
、「
忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表
●
江
戸
時
代
」﹇
200
ペ
ー
ジ
﹈の「
軍
記
」や「
実
録
」の
多
く
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
江
戸
時
代
で
の
、戦
場
か
ら
離
れ
て
ひ
と
り
の
忍
者
を
描
く
場
合
の
主
流
な
話
型
の
一
つ
は「
忍
者
が
忍
術
を
用
い
て

貴
重
な
も
の
を
盗
ん
で
戻
っ
て
く
る
」で
あ
る
。こ
れ
は
本
書
の
吉
丸
雄
哉「
忍
者
と
は
何
か̶

あ
る
忍
者
説
話
の
形
式

を
通
じ
て̶

」﹇
48
ペ
ー
ジ
﹈で
詳
し
く
述
べ
た
。「
窃
盗
」で「
し
の
び
」と
読
ん
だ
よ
う
に
、御
家
の
重
宝
な
ど
大
事
な
も
の

を
盗
む
悪
人
と
い
う
描
か
れ
方
で
あ
っ
た
。本
書
の
山
田
雄
司「「
し
の
び
」の
実
像
」﹇
35
ペ
ー
ジ
﹈が
紹
介
す
る
よ
う
な
忍

び
の
姿
が
小
説
や
芸
能
に
も
影
響
し
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
主
流
だ
っ
た
の
が
、御
家
乗
っ
と
り
や
天
下
転
覆
を
謀
る
大
悪
人
の
姿
で
あ
る
。忍
術
・
妖
術
を
駆
使
す
る

そ
の
姿
は
主
に
芝
居
で
熟
成
さ
れ
て
い
っ
た
。本
書
の
巻
頭
口
絵「
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
所
蔵
・
沖
森
文
庫

　忍
者
浮
世

絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」や
、光
延
真
哉「
歌
舞
伎
の
な
か
の
忍
術
」﹇
71
ペ
ー
ジ
﹈を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
開
化
の
世
に
な
り
、江
戸
時
代
と
同
じ
よ
う
な
忍
術
使
い
を
登
場
さ
せ
に
く
く
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。本
書
の
延

広
真
治「
三
遊
亭
円
朝
と
忍
術
」﹇
83
ペ
ー
ジ
﹈は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
伝
え
る
。し
か
し
忍
者
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
か
ら

消
え
る
こ
と
は
な
く
、新
た
な
魅
力
を
備
え
て
主
役
と
な
っ
て
い
く
。

　
実
録
の
難
波
戦
記
物
は
明
治
期
に
入
っ
て
、よ
り
自
由
に
な
り
、講
談
の
分
野
で
発
展
す
る
。そ
の
う
ち
、も
と
も
と
難

波
戦
記
物
で
は
端
役
で
あ
っ
た
猿
飛
佐
助
や
霧
隠
才
蔵
を
主
人
公
に
据
え
た
の
が
、立
川
文
庫
で
あ
る
。立
川
文
庫
の
成

立
事
情
や
そ
の
特
徴
は
足
立
巻
一『
立
川
文
庫
の
英
雄
た
ち
』（
文
和
書
房
、昭
和
55
）に
詳
し
い
。立
川
文
庫
の
最
大
の

特
徴
は
、江
戸
時
代
で
は
後
ろ
暗
い
存
在
で
あ
っ
た
忍
術
使
い
を
、正
義
の
味
方
と
し
て
活
躍
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。忍
者

文
芸
に
お
け
る
大
転
換
で
あ
っ
た
。本
書
の
牧
藍
子「
芭
蕉
忍
者
説
の
検
討
」﹇
55
ペ
ー
ジ
﹈で
は
、芭
蕉
忍
者
説
を
芭
蕉
賛

美
の
伝
統
の
中
に
位
置
づ
け
る
。江
戸
時
代
に
は
芭
蕉
忍
者
説
は
な
い
の
で
、文
芸
を
通
じ
て
忍
者
が
好
意
的
な
目
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
な
か
で
、白
井
喬
二
・
国
枝
史
郎
ら
が
登
場
し
、大
人
向
け
時
代
小
説
に
も
忍
者
が
描
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。立
川
文
庫
自
体
は
講
釈
師
の
玉
田
玉
秀
斎
が
大
正
八
年
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
衰
え
る
が
、忍
術
を
駆
使
し

た
活
劇
を
描
く
講
談
・
立
川
文
庫
系
の
小
説
は
昭
和
二
十
年
代
末
頃
ま
で
続
い
た
。吉
川
英
治『
鳴
門
秘
帖
』、野
村
胡

堂『
隠
密
縁
起
』の
よ
う
に
隠
密
と
し
て
描
か
れ
る
例
も
あ
り
、忍
術
色
は
薄
く
と
も
こ
れ
も
忍
者
小
説
と
い
え
よ
う
か
。

戦
中
期
は
全
般
的
に
出
版
点
数
が
減
少
す
る
が
、忍
者
小
説
も
時
局
柄
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。

【
口
絵
】
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
所
蔵
・
沖
森
文
庫

　忍
者
浮
世
絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
じ
め
に
か
え
て
●
吉
丸
雄
哉

鼎
談 
史
実
の
魅
力
、小
説
の
魅
力 ̶

忍
者
小
説
の
新
た
な
地
平

 
和
田 

竜
（
作
家
）×

川
上
仁
一
（
甲
賀
伴
党
二
十
一
代
宗
師
家
・
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長
・

 

三
重
大
学
特
任
教
授
）×

山
田
雄
司
（
三
重
大
学
教
授
）

各
論
を
読
む
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

忍
者
関
連
作
品
史
●
吉
丸
雄
哉

日
本
の
な
か
の
忍
者

「
し
の
び
」
の
実
像
●
山
田
雄
司

忍
者
と
は
な
に
か̶

あ
る
忍
者
説
話
の
形
式
を
通
じ
て̶

●
吉
丸
雄
哉

　【
コ
ラ
ム
】 

芭
蕉
忍
者
説
の
検
討
●
牧 

藍
子

『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
か
ら
『N

A
R

U
T

O

』
へ
●
佐
藤
至
子

歌
舞
伎
の
な
か
の
忍
術
●
光
延
真
哉

　【
コ
ラ
ム
】
三
遊
亭
円
朝
と
忍
術
●
延
広
真
治

村
山
知
義
『
忍
び
の
者 

序
の
巻
』●
尾
西
康
充

山
田
風
太
郎
が
描
い
た
忍
者
●
谷
口 

基

　【
コ
ラ
ム
】
児
童
文
学
と
忍
者
●
石
井
直
人

忍
者
漫
画
の
〝
革
命
〞̶

白
土
三
平
か
ら
相
原
コ
ー
ジ
『
ム
ジ
ナ
』
へ
●
小
澤 

純 

海
外
か
ら
み
た
忍
者

N
in

ja

に
な
っ
た
日
本
の
忍
者
●
井
上
稔
浩

　【
コ
ラ
ム
】
中
華
圏
映
画
に
暗
躍
す
る
忍
者
●
秦 

剛

外
国
人
の
目
か
ら
見
た
忍
者
●
ク
バ
ー
ソ
フ
・
フ
ョ
ー
ド
ル

　【
コ
ラ
ム
】
中
国
に
お
け
る
日
本
の
忍
法
文
学
●
関 

立
丹 

忍
者
を
知
る
た
め
の
ガ
イ
ド

忍
者
研
究
主
要
文
献
ガ
イ
ド
１

　江
戸
時
代
〜
昭
和
三
十
年
代
ま
で
●
吉
丸
雄
哉

忍
者
研
究
主
要
文
献
ガ
イ
ド
２

　昭
和
三
十
年
代
以
降
●
池
田
裕

忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表

　江
戸
時
代
●
吉
丸
雄
哉

忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表

　明
治
時
代
以
降
●
吉
丸
雄
哉
・
池
田
裕

全
国
忍
者
関
連
施
設
ガ
イ
ド 

忍
者
の
心
得
を
読
む
﹇
史
料
紹
介
﹈

「
当
流
奪
口
忍
之
巻
註
」
を
読
む
﹇
解
説
と
翻
刻
﹈●
山
田
雄
司 

執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
編
集
後
記
／
奥
付

て
低
調
で
あ
り
、個
々
の
作
品
の
出
来
不
出
来
の
み
な
ら
ず
、そ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　
忍
者
映
画
に
関
し
て
は
、日
本
製
以
外
の
も
の
も
多
く
、世
界
に
お
け
る
忍
者
像
は
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ

れ
て
い
る
。本
書
の
井
上
稔
浩「N

inja

に
な
っ
た
日
本
の
忍
者
」﹇
131
ペ
ー
ジ
﹈や
、秦
剛「
中
華
圏
映
画
に
暗
躍
す
る
忍
者
」

﹇
145
ペ
ー
ジ
﹈を
参
照
に
し
て
欲
し
い
。ま
た
、関
連
し
て
、本
書
の
ク
バ
ー
ソ
フ
・
フ
ョ
ー
ド
ル「
外
国
人
の
目
か
ら
見
た
忍

者
」﹇
150
ペ
ー
ジ
﹈も
忍
者
フ
ァ
ン
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
内
容
で
あ
る
。

　
映
画
も
テ
レ
ビ
も
脚
色
が
多
く
、史
実
の
忍
び
か
ら
は
離
れ
た
描
き
方
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、そ
れ
が
忍
者
の
魅
力

を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

　Ⅲ

　漫
画
・
ア
ニ
メ

　
江
戸
時
代
に
は『
児
雷
也
豪
傑
譚
』の
よ
う
な
草
双
紙
が
あ
る
が
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
漫
画
よ
り
絵
本
と
い
え
よ
う
。

忍
者
漫
画
に
関
し
て
は
、戦
前
期
に
関
し
て
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。「
忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表
●
明
治
時

代
以
降
」﹇
205
ペ
ー
ジ
﹈に
は
昭
和
二
十
二
〜
二
十
四
年
の
漫
画
を
多
く
記
し
た
が
、こ
れ
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ

文
庫
に
多
く
残
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
多
く
は
貸
本
漫
画
で
あ
り
、公
的
機
関
が
保
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。戦
前
は
山
田
み
の
る
・
榎
本
松
之
助
・
宮
尾
し
げ
を
ら
が
書
い
て
い
る
が
、今
の
よ
う
な
コ
マ
割
り
を
し
た
マ
ン
ガ
で

は
な
く
、絵
本
で
あ
る
。戦
後
の
忍
者
漫
画
と
い
え
ば
、杉
浦
茂
を
ま
ず
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。昭
和
二
十
八
年
以

降
、『
猿
飛
佐
助
』や『
少
年
児
雷
也
』な
ど
多
数
の
忍
者
漫
画
を
描
い
た
。丸
み
の
あ
る
独
特
の
絵
柄
や
立
川
文
庫
の
忍

術
小
説
に
つ
ら
な
る
融
通
無
碍
な
忍
術
で
多
く
の
少
年
読
者
を
楽
し
ま
せ
た
。漫
画
の
主
流
は
劇
画
に
移
り
、昭
和
三
十

四
年
の『
忍
者
旋
風
』以
降
、『
忍
者
武
芸
帳
』や『
カ
ム
イ
伝
』を
描
い
た
白
土
三
平
が
代
表
的
な
作
者
と
な
る
。『
カ
ム
イ

伝
』は
階
級
闘
争
の
物
語
と
し
て
、全
共
闘
の
学
生
に
強
く
支
持
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。ち
な
み
に『
カ
ム
イ
伝
』は
未

だ
完
結
し
て
い
な
い
。ま
た
、横
山
光
輝
の『
伊
賀
の
影
丸
』（
昭
和
36
〜
41
）と『
仮
面
の
忍
者 

赤
影
』（
昭
和
41
・
42
）は
、

黒
装
束
に
鎖
帷
子
と
い
う
忍
者
像
の
普
及
さ
せ
た
。こ
の
こ
ろ
白
土
三
平『
風
の
フ
ジ
丸
』、横
山
光
輝『
仮
面
の
忍
者 

赤

影
』、吉
田
竜
夫『
少
年
忍
者
部
隊
月
光
』な
ど
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
実
写
映
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
に
な
り
、い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
る
例
が
現
れ
た
。子
ど
も
向
け
の
忍
者
漫
画
で
あ
る
藤
子
不
二
雄
Ａ『
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
』（
昭
和
39
〜

43
）や
尼
子
騒
兵
衛
の
漫
画『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』（
朝
日
小
学
生
新
聞
、昭
和
61
〜
）と
、そ
の
ア
ニ
メ
化
作
品『
忍
た
ま

乱
太
郎
』（
平
成
５
〜
）も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。白
土
や
横
山
の
忍
者
漫
画
が
暗
く
厳
し
く
冷
酷
な
印
象
が
あ
る

の
に
対
し
、藤
子
や
尼
子
の
忍
者
漫
画
は
明
る
く
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
白
土
三
平
・
横
山
光
輝
以
降
の
忍
者
漫
画
に
つ
い
て
は
、と
く
に
相
原
コ
ー
ジ『
ム
ジ
ナ
』を
中
心
に
、本
書
の
小
澤
純

「
忍
者
漫
画
の
〝
革
命
〞̶

白
土
三
平
か
ら
相
原
コ
ー
ジ『
ム
ジ
ナ
』へ
」﹇
116
ペ
ー
ジ
﹈を
見
て
欲
し
い
。

　
忍
者
漫
画
と
し
て
、過
去
最
大
の
発
行
部
数
と
な
っ
た
の
が『N

A
R

U
TO

』（
平
成
11
〜
）で
あ
る
。翻
訳
さ
れ
、全
世
界

で
読
ま
れ
て
い
る
。黒
装
束
で
は
な
く
、忍
術
も
忍
法
系
の
も
の
だ
が
、ま
ぎ
れ
も
な
い
忍
者
漫
画
で
あ
る
。『N

A
R

U
TO

』

が
過
去
の
忍
者
作
品
を
ど
の
よ
う
に
包
摂
し
、新
た
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
か
は
、本
書
の
佐
藤
至
子「『
児
雷
也
豪
傑
譚
』

か
ら『N

ARUTO

』へ
」﹇
59
ペ
ー
ジ
﹈を
見
て
欲
し
い
。忍
者
像
は
過
去
の
蓄
積
か
ら
な
り
、ま
た
日
々
更
新
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
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目

　次

各
論
を
読
む
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

忍
者
関
連
作
品
史
●
吉
丸
雄
哉

▼
下
記
に
公
開
し
て
い
ま
す
！

参
加
者

　
戦
後
に
な
っ
て
、織
田
作
之
助
、林
芙
美
子
、檀
一
雄
、坂
口
安
吾
と
い
っ
た
著
名
な
作
家
が
忍
者
小
説
を
書
い
て
い
る

の
が
目
を
引
く
。近
く
で
は
、三
田
誠
広
、花
村
萬
月
、森
村
誠
一
、万
城
目
学
な
ど
、時
代
小
説
家
で
な
い
人
た
ち
が
忍

者
小
説
を
書
い
て
い
る
。忍
者
小
説
は
一
度
は
書
い
て
み
た
く
な
る
も
の
な
の
か
。

　
さ
て
、戦
後
の
忍
者
小
説
は
五
味
康
祐『
柳
生
武
芸
帳
』（
昭
和
31
）の
登
場
が
画
期
的
で
あ
っ
た
。集
団
と
し
て
の
忍

者
や
そ
の
非
情
さ
を
描
い
た
点
や
リ
ア
ル
な
描
写
に
特
徴
が
あ
る
。続
い
て
登
場
し
た
司
馬
遼
太
郎『
梟
の
城
』（
昭
和

34
）や
柴
田
錬
三
郎『
赤
い
影
法
師
』（
昭
和
35
）、村
上
知
義『
忍
び
の
者
』（
昭
和
37
）に
よ
り
、忍
者
小
説
ブ
ー
ム
が
起

こ
っ
た
。昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
流
行
し
て
い
た
剣
豪
小
説
か
ら
の
発
展
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
新
聞
や
週
刊
誌
に
掲
載

さ
れ
た
よ
う
に
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
主
な
読
者
で
あ
る
。上
下
関
係
の
厳
し
い
組
織
の
一
員
と
し
て
の
忍
者
の
姿
が
、サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
共
感
を
よ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。村
上
知
義『
忍
び
の
者
』に
関
し
て
は
、本
書
の
尾
西
康
充「
村
上
知
義『
忍
び

の
者

　序
の
巻
』」﹇
87
ペ
ー
ジ
﹈を
参
考
に
し
て
欲
し
い
。五
味
・
司
馬
・
村
上
ら
の
忍
者
小
説
が
現
実
路
線
で
あ
っ
た
の
に

比
べ
て
、山
田
風
太
郎
は
違
う
分
野
の
忍
者
小
説
を
継
承
し
た
。『
甲
賀
忍
法
帖
』（
昭
和
33
）な
ど
、山
田
風
太
郎
の
忍

者
小
説
は
忍
法
小
説
と
い
わ
れ
る
。人
間
能
力
の
拡
張
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
る
忍
術
で
は
な
く
、超
能
力
的
な
忍
法
が

使
わ
れ
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。立
川
文
庫
な
ど
、非
現
実
的
な
忍
術
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
と
い
え
る
。忍
者
小

説
は
、現
実
路
線
と
忍
法
路
線
が
あ
っ
て
、そ
の
ど
ち
ら
か
に
位
置
す
る
。忍
者
小
説
と
し
て
は
、五
味
康
祐
・
司
馬
遼
太

郎
・
柴
田
錬
三
郎
・
村
上
知
義
・
山
田
風
太
郎
・
池
波
正
太
郎
が
大
家
で
あ
っ
て
、時
代
小
説
で
は
お
お
よ
そ
そ
の
類
型
に

お
さ
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。山
田
風
太
郎
に
関
し
て
は
本
書
の
谷
口
基「
山
田
風
太
郎
が
描
い
た
忍
者
」﹇
100
ペ
ー
ジ
﹈

や
、同『
戦
後
変
格
派
・
山
田
風
太
郎
』な
ど
の
著
述
を
参
考
の
こ
と
。

　
忍
者
小
説
は
時
代
小
説
の
一
角
を
占
め
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
書
か
れ
続
け
て
い
る
。二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

綿
密
な
調
査
を
お
こ
な
い
緻
密
な
構
成
を
練
り
上
げ
る
和
田
竜
と
、山
田
風
太
郎
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
伝
奇
小
説
の
書

き
手
で
あ
る
荒
山
徹
が
目
立
つ
。和
田
竜
の
創
作
技
法
や
そ
の
作
品
の
魅
力
を
、和
田
竜
・
川
上
仁
一・
山
田
雄
司
に
よ
る

本
書
所
収
の「
鼎
談 

史
実
の
魅
力
、小
説
の
魅
力̶

忍
者
小
説
の
新
た
な
地
平
」﹇
6
ペ
ー
ジ
﹈が
よ
く
伝
え
る
。

　
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
で
も
日
本
の
忍
者
小
説
は
受
容
さ
れ
て
い
る
。本
書
の
関
立
丹「
中
国
に
お
け
る
日
本
の
忍
法

文
学
」﹇
171
ペ
ー
ジ
﹈に
詳
し
い
。

　
時
代
小
説
で
は
な
い
忍
者
小
説
は
、児
童
文
学
・
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル（
十
代
向
け
小
説
）で
あ
る
。本
書
の
石
井
直
人「
児
童

文
学
と
忍
者
」﹇
112
ペ
ー
ジ
﹈を
参
照
し
て
ほ
し
い
。現
代
的
な
社
会
の
な
か
に
、忍
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
入
っ
て
い
く

パ
タ
ー
ン
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。と
く
に
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル
で
は
、漫
画
化
や
ア
ニ
メ
化
と
連

動
し
て
お
り
、時
代
小
説
に
比
べ
て
広
範
な
影
響
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　Ⅱ

　映
画
・
テ
レ
ビ

　
映
画
技
術
に
よ
り
、消
え
る
現
れ
る
と
い
っ
た
忍
術
が
描
き
や
す
く
、立
川
文
庫
の
影
響
の
強
い
忍
者
映
画
が
大
正
期

に
大
量
に
作
ら
れ
た
。「
目
玉
の
松
っ
ち
ゃ
ん
」こ
と
尾
上
松
之
助
主
演
の
作
品
群
が
有
名
で
あ
る
。忍
者
映
画
は
基
本
的

に
時
代
小
説
の
映
画
化
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、忍
者
映
画
の
ブ
ー
ム
も
忍
者
小
説
の
ブ
ー
ム

と
同
調
し
て
い
る
。二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、忍
者
映
画
は
目
立
っ
た
ヒ
ッ
ト
が
な
い
。こ
れ
は
時
代
小
説
の
な
か

で
忍
者
小
説
の
ヒ
ッ
ト
が
少
な
い
こ
と
も
理
由
だ
ろ
う
。映
画
も
テ
レ
ビ
も
こ
こ
十
年
の
時
代
劇
は
、昭
和
後
期
に
比
べ

　
各
論
を
読
む
に
あ
た
っ
て
全
体
的
な
道
筋
を
示
し
た
い
。以
下
、現
在
ま
で
に
生
み
出
さ
れ
た
忍
者
に
関
連
す
る
作
品

を「
小
説
」「
映
画
・
テ
レ
ビ
」「
漫
画
・
ア
ニ
メ
」に
わ
け
て
解
説
す
る
。

 
 

 
 

　Ⅰ

　小 

説

　
近
世
小
説
に
お
い
て
、実
際
に
戦
場
で
活
躍
し
た
忍
び
を
描
い
た
の
が
軍
記
や
実
録
で
あ
る
。な
か
に
は
事
実
を
記
し

た
つ
も
り
の
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、内
容
は
史
書
と
い
う
よ
り
歴
史
物
語
で
あ
る
。『
太
閤
記
』や『
難
波
戦
記
』

な
ど
、「
忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表
●
江
戸
時
代
」﹇
200
ペ
ー
ジ
﹈の「
軍
記
」や「
実
録
」の
多
く
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
江
戸
時
代
で
の
、戦
場
か
ら
離
れ
て
ひ
と
り
の
忍
者
を
描
く
場
合
の
主
流
な
話
型
の
一
つ
は「
忍
者
が
忍
術
を
用
い
て

貴
重
な
も
の
を
盗
ん
で
戻
っ
て
く
る
」で
あ
る
。こ
れ
は
本
書
の
吉
丸
雄
哉「
忍
者
と
は
何
か̶

あ
る
忍
者
説
話
の
形
式

を
通
じ
て̶

」﹇
48
ペ
ー
ジ
﹈で
詳
し
く
述
べ
た
。「
窃
盗
」で「
し
の
び
」と
読
ん
だ
よ
う
に
、御
家
の
重
宝
な
ど
大
事
な
も
の

を
盗
む
悪
人
と
い
う
描
か
れ
方
で
あ
っ
た
。本
書
の
山
田
雄
司「「
し
の
び
」の
実
像
」﹇
35
ペ
ー
ジ
﹈が
紹
介
す
る
よ
う
な
忍

び
の
姿
が
小
説
や
芸
能
に
も
影
響
し
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
主
流
だ
っ
た
の
が
、御
家
乗
っ
と
り
や
天
下
転
覆
を
謀
る
大
悪
人
の
姿
で
あ
る
。忍
術
・
妖
術
を
駆
使
す
る

そ
の
姿
は
主
に
芝
居
で
熟
成
さ
れ
て
い
っ
た
。本
書
の
巻
頭
口
絵「
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
所
蔵
・
沖
森
文
庫

　忍
者
浮
世

絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」や
、光
延
真
哉「
歌
舞
伎
の
な
か
の
忍
術
」﹇
71
ペ
ー
ジ
﹈を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
開
化
の
世
に
な
り
、江
戸
時
代
と
同
じ
よ
う
な
忍
術
使
い
を
登
場
さ
せ
に
く
く
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。本
書
の
延

広
真
治「
三
遊
亭
円
朝
と
忍
術
」﹇
83
ペ
ー
ジ
﹈は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
伝
え
る
。し
か
し
忍
者
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
か
ら

消
え
る
こ
と
は
な
く
、新
た
な
魅
力
を
備
え
て
主
役
と
な
っ
て
い
く
。

　
実
録
の
難
波
戦
記
物
は
明
治
期
に
入
っ
て
、よ
り
自
由
に
な
り
、講
談
の
分
野
で
発
展
す
る
。そ
の
う
ち
、も
と
も
と
難

波
戦
記
物
で
は
端
役
で
あ
っ
た
猿
飛
佐
助
や
霧
隠
才
蔵
を
主
人
公
に
据
え
た
の
が
、立
川
文
庫
で
あ
る
。立
川
文
庫
の
成

立
事
情
や
そ
の
特
徴
は
足
立
巻
一『
立
川
文
庫
の
英
雄
た
ち
』（
文
和
書
房
、昭
和
55
）に
詳
し
い
。立
川
文
庫
の
最
大
の

特
徴
は
、江
戸
時
代
で
は
後
ろ
暗
い
存
在
で
あ
っ
た
忍
術
使
い
を
、正
義
の
味
方
と
し
て
活
躍
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。忍
者

文
芸
に
お
け
る
大
転
換
で
あ
っ
た
。本
書
の
牧
藍
子「
芭
蕉
忍
者
説
の
検
討
」﹇
55
ペ
ー
ジ
﹈で
は
、芭
蕉
忍
者
説
を
芭
蕉
賛

美
の
伝
統
の
中
に
位
置
づ
け
る
。江
戸
時
代
に
は
芭
蕉
忍
者
説
は
な
い
の
で
、文
芸
を
通
じ
て
忍
者
が
好
意
的
な
目
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
な
か
で
、白
井
喬
二
・
国
枝
史
郎
ら
が
登
場
し
、大
人
向
け
時
代
小
説
に
も
忍
者
が
描
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。立
川
文
庫
自
体
は
講
釈
師
の
玉
田
玉
秀
斎
が
大
正
八
年
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
衰
え
る
が
、忍
術
を
駆
使
し

た
活
劇
を
描
く
講
談
・
立
川
文
庫
系
の
小
説
は
昭
和
二
十
年
代
末
頃
ま
で
続
い
た
。吉
川
英
治『
鳴
門
秘
帖
』、野
村
胡

堂『
隠
密
縁
起
』の
よ
う
に
隠
密
と
し
て
描
か
れ
る
例
も
あ
り
、忍
術
色
は
薄
く
と
も
こ
れ
も
忍
者
小
説
と
い
え
よ
う
か
。

戦
中
期
は
全
般
的
に
出
版
点
数
が
減
少
す
る
が
、忍
者
小
説
も
時
局
柄
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。

【
口
絵
】
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
所
蔵
・
沖
森
文
庫

　忍
者
浮
世
絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
じ
め
に
か
え
て
●
吉
丸
雄
哉

鼎
談 

史
実
の
魅
力
、小
説
の
魅
力 ̶

忍
者
小
説
の
新
た
な
地
平

 

和
田 

竜
（
作
家
）×

川
上
仁
一
（
甲
賀
伴
党
二
十
一
代
宗
師
家
・
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長
・

 

三
重
大
学
特
任
教
授
）×

山
田
雄
司
（
三
重
大
学
教
授
）

各
論
を
読
む
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

忍
者
関
連
作
品
史
●
吉
丸
雄
哉

日
本
の
な
か
の
忍
者

「
し
の
び
」
の
実
像
●
山
田
雄
司

忍
者
と
は
な
に
か̶

あ
る
忍
者
説
話
の
形
式
を
通
じ
て̶

●
吉
丸
雄
哉

　【
コ
ラ
ム
】 

芭
蕉
忍
者
説
の
検
討
●
牧 

藍
子

『
児
雷
也
豪
傑
譚
』
か
ら
『N

A
R

U
T

O

』
へ
●
佐
藤
至
子

歌
舞
伎
の
な
か
の
忍
術
●
光
延
真
哉

　【
コ
ラ
ム
】
三
遊
亭
円
朝
と
忍
術
●
延
広
真
治

村
山
知
義
『
忍
び
の
者 

序
の
巻
』●
尾
西
康
充

山
田
風
太
郎
が
描
い
た
忍
者
●
谷
口 

基

　【
コ
ラ
ム
】
児
童
文
学
と
忍
者
●
石
井
直
人

忍
者
漫
画
の
〝
革
命
〞̶

白
土
三
平
か
ら
相
原
コ
ー
ジ
『
ム
ジ
ナ
』
へ
●
小
澤 

純 

海
外
か
ら
み
た
忍
者

N
in

ja

に
な
っ
た
日
本
の
忍
者
●
井
上
稔
浩

　【
コ
ラ
ム
】
中
華
圏
映
画
に
暗
躍
す
る
忍
者
●
秦 

剛

外
国
人
の
目
か
ら
見
た
忍
者
●
ク
バ
ー
ソ
フ
・
フ
ョ
ー
ド
ル

　【
コ
ラ
ム
】
中
国
に
お
け
る
日
本
の
忍
法
文
学
●
関 

立
丹 

忍
者
を
知
る
た
め
の
ガ
イ
ド

忍
者
研
究
主
要
文
献
ガ
イ
ド
１

　江
戸
時
代
〜
昭
和
三
十
年
代
ま
で
●
吉
丸
雄
哉

忍
者
研
究
主
要
文
献
ガ
イ
ド
２

　昭
和
三
十
年
代
以
降
●
池
田
裕

忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表

　江
戸
時
代
●
吉
丸
雄
哉

忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表

　明
治
時
代
以
降
●
吉
丸
雄
哉
・
池
田
裕

全
国
忍
者
関
連
施
設
ガ
イ
ド 

忍
者
の
心
得
を
読
む
﹇
史
料
紹
介
﹈

「
当
流
奪
口
忍
之
巻
註
」
を
読
む
﹇
解
説
と
翻
刻
﹈●
山
田
雄
司 

執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
編
集
後
記
／
奥
付

て
低
調
で
あ
り
、個
々
の
作
品
の
出
来
不
出
来
の
み
な
ら
ず
、そ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　
忍
者
映
画
に
関
し
て
は
、日
本
製
以
外
の
も
の
も
多
く
、世
界
に
お
け
る
忍
者
像
は
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ

れ
て
い
る
。本
書
の
井
上
稔
浩「N

inja

に
な
っ
た
日
本
の
忍
者
」﹇
131
ペ
ー
ジ
﹈や
、秦
剛「
中
華
圏
映
画
に
暗
躍
す
る
忍
者
」

﹇
145
ペ
ー
ジ
﹈を
参
照
に
し
て
欲
し
い
。ま
た
、関
連
し
て
、本
書
の
ク
バ
ー
ソ
フ
・
フ
ョ
ー
ド
ル「
外
国
人
の
目
か
ら
見
た
忍

者
」﹇
150
ペ
ー
ジ
﹈も
忍
者
フ
ァ
ン
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
内
容
で
あ
る
。

　
映
画
も
テ
レ
ビ
も
脚
色
が
多
く
、史
実
の
忍
び
か
ら
は
離
れ
た
描
き
方
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、そ
れ
が
忍
者
の
魅
力

を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

　Ⅲ

　漫
画
・
ア
ニ
メ

　
江
戸
時
代
に
は『
児
雷
也
豪
傑
譚
』の
よ
う
な
草
双
紙
が
あ
る
が
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
漫
画
よ
り
絵
本
と
い
え
よ
う
。

忍
者
漫
画
に
関
し
て
は
、戦
前
期
に
関
し
て
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。「
忍
者
関
連
主
要
作
品
年
表
●
明
治
時

代
以
降
」﹇
205
ペ
ー
ジ
﹈に
は
昭
和
二
十
二
〜
二
十
四
年
の
漫
画
を
多
く
記
し
た
が
、こ
れ
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ

文
庫
に
多
く
残
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
多
く
は
貸
本
漫
画
で
あ
り
、公
的
機
関
が
保
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。戦
前
は
山
田
み
の
る
・
榎
本
松
之
助
・
宮
尾
し
げ
を
ら
が
書
い
て
い
る
が
、今
の
よ
う
な
コ
マ
割
り
を
し
た
マ
ン
ガ
で

は
な
く
、絵
本
で
あ
る
。戦
後
の
忍
者
漫
画
と
い
え
ば
、杉
浦
茂
を
ま
ず
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。昭
和
二
十
八
年
以

降
、『
猿
飛
佐
助
』や『
少
年
児
雷
也
』な
ど
多
数
の
忍
者
漫
画
を
描
い
た
。丸
み
の
あ
る
独
特
の
絵
柄
や
立
川
文
庫
の
忍

術
小
説
に
つ
ら
な
る
融
通
無
碍
な
忍
術
で
多
く
の
少
年
読
者
を
楽
し
ま
せ
た
。漫
画
の
主
流
は
劇
画
に
移
り
、昭
和
三
十

四
年
の『
忍
者
旋
風
』以
降
、『
忍
者
武
芸
帳
』や『
カ
ム
イ
伝
』を
描
い
た
白
土
三
平
が
代
表
的
な
作
者
と
な
る
。『
カ
ム
イ

伝
』は
階
級
闘
争
の
物
語
と
し
て
、全
共
闘
の
学
生
に
強
く
支
持
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。ち
な
み
に『
カ
ム
イ
伝
』は
未

だ
完
結
し
て
い
な
い
。ま
た
、横
山
光
輝
の『
伊
賀
の
影
丸
』（
昭
和
36
〜
41
）と『
仮
面
の
忍
者 

赤
影
』（
昭
和
41
・
42
）は
、

黒
装
束
に
鎖
帷
子
と
い
う
忍
者
像
の
普
及
さ
せ
た
。こ
の
こ
ろ
白
土
三
平『
風
の
フ
ジ
丸
』、横
山
光
輝『
仮
面
の
忍
者 

赤

影
』、吉
田
竜
夫『
少
年
忍
者
部
隊
月
光
』な
ど
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
実
写
映
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
に
な
り
、い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
る
例
が
現
れ
た
。子
ど
も
向
け
の
忍
者
漫
画
で
あ
る
藤
子
不
二
雄
Ａ『
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
』（
昭
和
39
〜

43
）や
尼
子
騒
兵
衛
の
漫
画『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』（
朝
日
小
学
生
新
聞
、昭
和
61
〜
）と
、そ
の
ア
ニ
メ
化
作
品『
忍
た
ま

乱
太
郎
』（
平
成
５
〜
）も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。白
土
や
横
山
の
忍
者
漫
画
が
暗
く
厳
し
く
冷
酷
な
印
象
が
あ
る

の
に
対
し
、藤
子
や
尼
子
の
忍
者
漫
画
は
明
る
く
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
白
土
三
平
・
横
山
光
輝
以
降
の
忍
者
漫
画
に
つ
い
て
は
、と
く
に
相
原
コ
ー
ジ『
ム
ジ
ナ
』を
中
心
に
、本
書
の
小
澤
純

「
忍
者
漫
画
の
〝
革
命
〞̶

白
土
三
平
か
ら
相
原
コ
ー
ジ『
ム
ジ
ナ
』へ
」﹇
116
ペ
ー
ジ
﹈を
見
て
欲
し
い
。

　
忍
者
漫
画
と
し
て
、過
去
最
大
の
発
行
部
数
と
な
っ
た
の
が『N

A
R

U
TO

』（
平
成
11
〜
）で
あ
る
。翻
訳
さ
れ
、全
世
界

で
読
ま
れ
て
い
る
。黒
装
束
で
は
な
く
、忍
術
も
忍
法
系
の
も
の
だ
が
、ま
ぎ
れ
も
な
い
忍
者
漫
画
で
あ
る
。『N

A
R

U
TO

』

が
過
去
の
忍
者
作
品
を
ど
の
よ
う
に
包
摂
し
、新
た
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
か
は
、本
書
の
佐
藤
至
子「『
児
雷
也
豪
傑
譚
』

か
ら『N

ARUTO

』へ
」﹇
59
ペ
ー
ジ
﹈を
見
て
欲
し
い
。忍
者
像
は
過
去
の
蓄
積
か
ら
な
り
、ま
た
日
々
更
新
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
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はじめに

1. 忍者の仕事

2. 忍者の歴史
　❶ 伊賀忍者の歴史
　❷ 甲賀忍者の歴史
　❸ 鈎の陣
　❹ 戦国時代
　コラム① 信長襲撃
　❺ 伊賀惣国一揆　
　❻ 天正伊賀の乱
　❼ 神君伊賀越え
　❽ 関ヶ原の戦い前後
　コラム② 甲賀流忍術屋敷
　❾ 江戸時代　
　　 忍者の歴史年表
　コラム③ 松尾芭蕉忍者説

3. 忍術と忍具
　❶ 忍術とは　
　コラム④ 妖者の術を使った楯岡道順
　❷ 忍術書
　❸ 陽忍と陰忍
　❹ 忍び六具
　❺ 七方出
　❻ 忍食
　❼ 忍薬
　❽ 甲賀の薬と山伏
　コラム⑤ 観阿弥忍者説

4. 忍者エッセイ［特別寄稿］

　修験と忍者
　●山田雄司（三重大学教授）　
　『NARUTO』と『ONE PIECE』
　●吉丸雄哉（三重大学准教授）
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◆伊賀忍者研究会　平成11年11月11日に発足し、伊賀を拠点に活動する忍者愛好グループ。文献読解やフィールドワークによる学術
研究はもちろん、講演やイベント、パンフレットの作成などで情報発信を行う。伊賀忍者と忍者のふるさと「伊賀」を日本・世界へ
発信し、地域経済と文化教育面での活性化に取り組む。代表者：池田裕。
◆山田雄司　三重大学人文学部教授（日本古代・中世信仰史）。主要著書に、『崇徳院怨霊の研究』（思文閣出版、2001年）、『跋
扈する怨霊―祟りと鎮魂の日本史―』（吉川弘文館、2007年）、『日本思想史講座1　古代』（ぺりかん社、2012年、共著）。

伊
賀
忍
者
研
究
会
【
編
】

山
田
雄
司（
三
重
大
学
）【
監
修
】

笠間書院

定価：本体1800円（税別）

ISBN978-4-305-70732-1 C0021
A5判・並製・カバー装

256頁・口絵4頁

編者・監修者紹介

定価：本体600円（税別）

ISBN978-4-305-70724-6 C0021
A5判・並製・48頁フルカラー

吉
丸
雄
哉
・
山
田
雄
司
・
尾
西
康
充
︻
編
著
︼

（
三
重
大
学
准
教
授
）
　
　
　
　（三
重
大
学
教
授
）
　
　
　
　
　（三
重
大
学
教
授
）

巻 頭 鼎 談

和田竜
『村上海賊

の娘』で20
14年本屋大

賞受賞！

『忍びの国
』『のぼうの

城』など

×

川上仁一
［現代に生

きる「最後
の忍者」］

×

山田雄司
［三重大学

教授・忍者
研究］


